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塗       料  

 

 生 産 （全 国 ）の動 きをみると、平 成 1 5 年 には横 ばい、 1 6 年 に

は 2 . 7 ％増 と回 復 に転 じた。府 内 メーカーでも同 様 の動 きであ

り、 1 7 年 に入 ってもやや増 加 傾 向 で推 移 している。これは、自

動 車 新 車 用 、建 物 の塗 り替 え用 、各 種 機 械 類 や金 属 製 品

用 が堅 調 に推 移 している こ と に よ る 。 ただ採 算 は 、石 油 化 学

製 品 の高 騰 を受 けて樹 脂 や顔 料 など原 料 価 格 の上 昇 が続

いており、厳 しい状 況 にある。  

 業 界 では 、環 境 に配 慮 した製 品 等 への取 組 を進 めている メ

ーカーが多 く 、今 後 は、そうした高 付 加 価 値 製 品 を開 発 できる

か否 かで、メーカー間 の格 差 が出 てくるものとみられる。  

 業 界 の概 要  

 塗 料 は 、 主 と し て 樹 脂 、 顔 料 、 溶 剤 、 添 加 剤 を 練 り

合 わ せ て つ く ら れ る 。 そ の 役 割 は 、 ① 素 材 や 物 体 の 保

護 （ 腐 食 、 劣 化 防 止 な ど ） 、 ② 美 装 、 ③ 機 能 の 付 加 で

あ る 。 機 能 の 付 加 は 、 例 え ば 、 塗 料 の な か に 酸 化 チ タ

ン を 配 合 し 、 太 陽 光 に よ る 光 触 媒 に よ っ て 酸 化 窒 素 化

合 物 等 大 気 汚 染 物 質 の 分 解 ・ 除 去 機 能 を も た せ た も の

や 、 赤 外 線 反 射 率 の 高 い 顔 料 を 配 合 し 、 断 熱 機 能 を も

た せ た も の 、 セ ラ ミ ッ ク 成 分 を 配 合 し 、 低 帯 電 性 、 高

い 硬 度 、 汚 れ に く さ な ど の 特 徴 を も た せ た も の 等 が あ

げ ら れ る 。  

  製 品 は 、 合 成 樹 脂 塗 料 、 油 性 塗 料 、 ラ ッ カ ー 、 電 気

絶 縁 塗 料 、 シ ン ナ ー （ 溶 剤 ） 等 に 分 類 さ れ る が 、 こ の

う ち 合 成 樹 脂 塗 料 が 塗 料 全 体 の ７ 割 弱 を 占 め て い る 。  

 塗 料 の 需 要 分 野 は 多 岐 に わ た っ て お り 、建 物 用 2 7 . 2

％ 、 自 動 車 （ 新 車 ・ 補 修 ） 用 1 8 . 6％ 、 電 気 製 品 ・ 機 械

類 用 9 . 2％ 、 金 属 製 品 用 7 . 5％ 、 船 舶 用 6 . 0 %、 建 築 資

材 用 5 . 8％ 、 構 造 物 用 4 . 9％ 、 路 面 標 示 用 4 . 8％ 、 木 工

製 品 用 3 . 0％ 、家 庭 用 2 . 4％ な ど で あ る（ 日 本 塗 料 工 業

会 、 平 成 1 5 年 度 『 塗 料 製 造 業 実 態 調 査 』 ） 。  

 大 阪 の特 徴  

 平 成 1 5 年 に お け る 大 阪 府 の 塗 料 製 造 業 は 、事 業 所 数  

9 0、従 業 者 数 3 , 0 1 4 人 、製 造 品 出 荷 額 等 1 , 7 4 6 億 円 で 、
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対 全 国 シ ェ ア は 、 そ れ ぞ れ 1 8 . 5％ 、 1 6 . 1％ 、 1 8 . 1％ で

あ る（ 大 阪 府 統 計 課『 平 成 1 5 年 大 阪 の 工 業 』、経 済 産

業 省 『 平 成 1 5 年 工 業 統 計 表 （ 概 要 版 ） 』 、 全 数 ） 。 大

阪 は 、 合 成 樹 脂 塗 料 を 中 心 と し た 全 国 最 大 の 産 地 を 形

成 す る と と も に 、 主 要 メ ー カ ー の 本 社 が 集 積 す る 塗 料

業 界 の 中 心 地 と し て の 地 位 を 占 め て い る 。  

 塗 料 メ ー カ ー の 規 模 （ 全 国 ） は 、 従 業 者 数 ４ ～ 9 人

の 事 業 所 が 2 3 . 5％ 、 1 0～ 1 9 人 2 3 . 4％ 、 2 0～ 2 9 人 1 5 . 1

％ と 、 3 0 人 未 満 の 事 業 所 が 全 体 の 6 2％ を 占 め て い る

（ 経 済 産 業 省『 平 成 1 4 年 工 業 統 計 表 』産 業 編 、従 業 者

4 人 以 上 ） 。 大 手 メ ー カ ー は 、 自 動 車 用 （ 新 車 ・ 補 修

用 ） 、 建 物 ・ 構 造 物 用 、 各 種 機 械 類 用 な ど 幅 広 い 用 途

の 製 品 を 自 社 で 生 産 し て い る の に 対 し 、 中 小 メ ー カ ー

は 、 自 動 車 補 修 用 、 建 物 ・ 構 造 物 の 塗 り 替 え 用 、 各 種

機 械 用 、 金 属 製 品 用 な ど 、 特 定 の 分 野 に 特 化 し て 生 産

し て い る 。 ま た 、 塗 装 業 者 な ど 発 注 先 の 要 請 に 応 じ て

対 象 素 材 や 塗 装 環 境 に 対 応 し た 特 注 品 を 製 造 す る 中 小

メ ー カ ー も み ら れ る 。  

生 産 は増 加  

 生 産 （ 全 国 、 重 量 ベ ー ス ） の 動 き を み る と 、 平 成 1 2

年 に は 1 9 1 万 ト ン で 前 年 比 2 . 3 %増 と な っ た が 、 1 3 年 、

1 4 年 は 減 少 に 転 じ 、 1 5 年 は 横 ば い 、 1 6 年 に は 1 8 3 万

2 , 5 0 0 ト ン 、 同 2 . 7％ 増 と 回 復 に 転 じ た 。  

 府 内 メ ー カ ー へ の ヒ ア リ ン グ で も 同 様 の 動 き で あ

り 、 1 7 年 に 入 っ て も や や 増 加 傾 向 で 推 移 し て い る 。こ

れ は 、 自 動 車 新 車 用 、 建 物 の 塗 り 替 え 用 、 各 種 機 械 類

や 金 属 製 品 用 が 堅 調 に 推 移 し て い る た め で あ る 。  

 需 要 分 野 別 で は 、 最 大 の 需 要 分 野 で あ る 建 物 用 で は

新 築 向 け は 一 進 一 退 で あ る が 、 塗 り 替 え 用 は 、 リ フ ォ

ー ム 需 要 の 増 大 か ら 戸 建 て 住 宅 向 け が 増 加 し て い る 。

昨 年 は 、 台 風 の 上 陸 が 相 次 い で 屋 根 や 壁 が 損 傷 し 、 そ

の 補 修 の た め の 塗 り 替 え 用 塗 料 の 需 要 が 増 加 し た と い

う メ ー カ ー も 多 い 。  

 自 動 車 用 塗 料 で は 、 補 修 用 は 、 自 動 車 の 耐 久 性 向 上

や 、 小 さ な 傷 の 場 合 は 補 修 し な い 傾 向 が 強 ま り 減 少 傾

向 に あ る が 、 新 車 用 は 、 新 車 販 売 が 国 内 、 輸 出 向 け と



- 3 -

も 堅 調 で あ る こ と か ら 増 加 し て い る 。  

 各 種 機 械 類 や 金 属 製 品 用 は 堅 調 で あ り 、 手 が け る メ

ー カ ー 数 は 少 な い が 、 ノ ー ト パ ソ コ ン や デ ジ タ ル カ メ

ラ の ボ デ ィ と な る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 に 塗 布 す る 塗 料 の

受 注 は 順 調 で あ る 。  

 船 舶 用 で は 、 中 国 に お け る 資 源 輸 入 の 拡 大 や 中 国 の

輸 出 増 加 に 伴 っ て 、 ば ら 積 み 船 や コ ン テ ナ 船 の 船 舶 需

要 が 増 加 し て い る た め 、 新 造 船 の 竣 工 が 増 え て お り 、

堅 調 に 推 移 し て い る 。 一 方 、 橋 梁 な ど 構 造 物 用 で は 、

公 共 工 事 減 少 の 影 響 か ら 低 迷 し て い る 。 こ の ほ か 木 工

製 品 用 で は 、 婚 礼 需 要 向 け 家 具 の 減 少 や 輸 入 家 具 増 加

の 影 響 な ど か ら 減 少 傾 向 に あ る 。  

採 算 は厳 しい  

 樹 脂 、 顔 料 、 溶 剤 な ど 、 塗 料 の 原 料 価 格 の 約 7 0％ は

石 油 化 学 製 品 が 占 め て い る 。 こ れ ら 原 料 価 格 は 、 昨 年

春 以 降 原 油 や ナ フ サ な ど 粗 原 料 へ の 需 要 が 世 界 的 に 逼

迫 し て い る こ と の 影 響 を 受 け 、 品 種 に よ り 異 な る が 、

前 年 比 1 0％ 以 上 上 昇 し て い る 。  

 一 方 、 塗 料 の 価 格 は 原 料 価 格 の 上 昇 に も か か わ ら ず

横 ば い で 推 移 し て い る 。 自 動 車 新 車 用 で は 大 手 メ ー カ

ー が ユ ー ザ ー で あ る こ と か ら 業 界 企 業 の 価 格 交 渉 力 は

弱 く 、 そ の 他 の 塗 料 で も 、 ユ ー ザ ー が 大 手 で あ る か 、

ユ ー ザ ー 自 身 が 親 企 業 な ど か ら 厳 し い コ ス ト ダ ウ ン を

迫 ら れ て い る こ と に よ り 、 原 料 価 格 の 上 昇 分 を 製 品 価

格 に 転 嫁 す る こ と は 難 し い 状 況 に あ る 。  

 こ の ほ か 、 塗 料 向 け ド ラ ム 缶 や 鋼 缶 類 も 、 鋼 材 価 格

の 上 昇 を 受 け て 値 上 が り し て お り 、 塗 料 メ ー カ ー の 採

算 は 厳 し い 状 況 に あ る 。  

 設 備 投 資 は維 持 ・補 修 が多 い  

 設 備 投 資 の 動 き を み る と 、 各 色 の 塗 料 を 混 ぜ 合 わ せ

て 色 を 出 す 調 色 工 程 の コ ン ピ ュ ー タ 化 を 図 っ た メ ー カ

ー 等 み ら れ る が 、 多 く は 、 設 備 の 維 持 ・ 補 修 程 度 で あ

る 。1 7 年 ３ 月 末 に は 大 阪 市 内 ２ 工 場 の う ち １ 工 場 を 廃

止 し て 、 残 り の ３ 工 場 に 集 約 を 図 る メ ー カ ー も み ら れ

た 。  
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退 職 者 補 充 は新 規 採 用 で  

 雇 用 面 で は 、 各 メ ー カ ー と も 自 社 の 生 産 能 力 に 見 合

っ た ぎ り ぎ り の 人 員 で 対 応 し て い る 。 技 術 系 の 定 年 退

職 者 が 出 た 場 合 に は 、 化 学 工 業 系 専 攻 の 大 学 、 大 学 院

卒 業 生 の 新 規 採 用 で 補 充 し 、 そ の 他 営 業 社 員 等 は 新 卒

で 補 充 す る ほ か 、 中 途 採 用 も み ら れ る 。  

 当 業 界 は 、 戦 前 の 創 業 と い っ た 業 歴 の 古 い メ ー カ ー

が 多 く 、昭 和 2 2～ 2 4 年 生 ま れ の 、い わ ゆ る「 団 塊 の 世

代 」 に あ た る 従 業 者 が 多 く 在 籍 し て い る メ ー カ ー も 少

な く な い た め 、 こ れ ら の 世 代 が 退 職 し た あ と の 補 充 が

課 題 と な っ て い る 。 製 造 工 程 は コ ン ピ ュ ー タ に よ る 自

動 化 が 進 ん で い る も の の 、 色 出 し な ど 熟 練 を 要 す る 場

面 も あ る こ と か ら 、 直 ち に 新 卒 者 が 対 応 す る の は 難 し

い 。 そ の た め 、 技 術 を 有 す る 派 遣 社 員 を 受 け 入 れ て 、

そ の 状 況 を 見 極 め な が ら 、 自 社 の 要 求 を 満 た す 人 材 で

あ れ ば 、 正 規 雇 用 に 変 更 す る 等 の 対 応 を 考 え て い る メ

ー カ ー も み ら れ る 。  

環 境 に配 慮 した製 品 開 発 が進 む  

 原 料 価 格 の 上 昇 分 を 製 品 価 格 に 転 嫁 す る の は な か な

か 難 し い 状 況 か ら 、 各 社 と も 高 付 加 価 値 製 品 を 開 発 す

る こ と で 、 採 算 の 確 保 を 図 ろ う と し て い る 。 そ の 一 環

と し て 、 近 年 環 境 意 識 の 高 ま り か ら 、 環 境 に 配 慮 し た

製 品 開 発 に 取 り 組 む メ ー カ ー が 多 い 。  

 塗 料 の 大 半 を 占 め る 合 成 樹 脂 製 塗 料 に 使 わ れ る 溶 剤

は 、 塗 装 ・ 乾 燥 の 過 程 で ア レ ル ギ ー 症 や シ ッ ク ハ ウ ス

症 候 群 な ど 、人 体 に 有 害 な 揮 発 性 有 機 化 合 物（ V O C）を

発 生 さ せ る と の 指 摘 が あ り 、 光 化 学 ス モ ッ グ や 、 大 気

汚 染 の 原 因 の ひ と つ と い わ れ る 。 こ の た め 、 塗 料 は 溶

剤 系 か ら 、弱 溶 剤 系 、水 系 、無 溶 剤 系 へ の 移 行 が 進 み 、

そ れ ら 塗 料 の 開 発 が 進 ん で い る 。  

 こ の う ち 、 水 系 塗 料 は 全 塗 料 生 産 の ２ 割 強 を 占 め る

に 至 っ て い る 。 冬 期 の 乾 き に く さ や 塗 膜 の 耐 久 性 等 の

問 題 を 改 善 す る こ と に よ り 、 建 築 用 、 家 庭 用 、 自 動 車

新 車 用 、 プ ラ ス チ ッ ク 用 等 で 普 及 が 進 み 、 な か で も 建

築 用 で は 水 系 の 割 合 が 高 く な っ て い る 。 こ れ は 、 家 屋

の 塗 り 替 え の 場 合 、 居 住 者 に 対 し 揮 発 性 有 機 化 合 物
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（ V O C）の 発 生 を 抑 え る 必 要 が あ る た め で あ る 。府 内 の

建 築 向 け 塗 料 メ ー カ ー で は 、 水 系 塗 料 の 生 産 に 占 め る

割 合 が 年 々 増 加 傾 向 に あ り 、約 4 0％ に 達 し た メ ー カ ー

も 出 て き て い る 。  

 ま た 、 無 溶 剤 系 の 粉 体 塗 料 は 、 塗 料 中 に 有 機 溶 剤 や

水 な ど の 溶 媒 を 用 い ず 、 塗 膜 形 成 分 の み に て 配 合 さ れ

て い る 粉 末 を 吹 き 付 け る こ と に よ り 塗 布 す る も の で あ

る 。揮 発 性 有 機 化 合 物（ V O C）が 発 生 せ ず 、空 気 を 汚 染

し な い 、 吹 き つ け の 際 に 飛 散 し た 分 は 回 収 し て 再 利 用

で き る 、 厚 い 塗 膜 が 可 能 等 の メ リ ッ ト が あ り 、 電 子 レ

ン ジ や ト ー ス タ ー 、 配 電 盤 、 上 下 水 道 用 の 鋳 鉄 管 、 金

属 製 品 や 工 作 機 械 、 自 動 車 部 品 等 で の 使 用 が 増 え て い

る 。  

 粉 体 塗 料 は 全 塗 料 生 産 の 1 . 5％ 程 度 を 占 め る に す ぎ

な い が 、大 阪 府 内 に は 、こ の 生 産 割 合 が 4 0％ と い う メ

ー カ ー が み ら れ 、 生 産 は 堅 調 に 推 移 し て い る 。   

 こ の ほ か 、 塗 料 の 原 料 で あ る 樹 脂 は 、 そ の も と と な

る モ ノ マ ー を 製 造 す る 原 油 精 製 の 工 程 や 塗 料 を 焼 却 廃

棄 す る 際 に 、多 量 の 温 室 効 果 化 ガ ス（ C O 2）を 発 生 さ せ

る 原 因 と な る た め 、 こ の 樹 脂 の 使 用 比 率 を 大 幅 に 低 減

さ せ た 壁 用 塗 料 を 開 発 し た メ ー カ ー も み ら れ る 。 こ の

塗 料 は 、 商 業 施 設 や 中 学 ・ 高 校 、 マ ン シ ョ ン 管 理 組 合

等 か ら の 引 き 合 い が 多 く 、 今 後 は 、 壁 用 の み で な く 屋

根 用 や 床 用 に も 応 用 で き る 製 品 の 開 発 を 進 め て い き た

い と し て い る 。  

 ま た 、 我 が 国 で 古 く か ら 用 い ら れ て き た 塗 装 材 で あ

る 漆 喰 を 特 殊 製 法 に よ り 塗 料 化 し 、 刷 毛 、 ロ ー ラ ー な

ど 従 来 の 塗 装 技 術 で 広 い 範 囲 を ス ピ ー デ ィ に 、 し か も

低 コ ス ト で 施 工 で き る と い う 製 品 を 開 発 し た メ ー カ ー

も あ る 。こ れ は 、揮 発 性 有 機 化 合 物（ V O C）の 吸 着 を 除

去 す る 機 能 に 優 れ 、 消 臭 機 能 や 抗 菌 性 ・ 抗 カ ビ 機 能 、

温 室 効 果 化 ガ ス（ C O 2）吸 収 機 能 等 を 有 し 、中 部 国 際 空

港 の 喫 煙 室 に も 採 用 さ れ て い る 。 こ の ３ 月 か ら 本 格 的

に 販 売 を 開 始 し た と こ ろ 、 各 方 面 か ら 引 き 合 い は 多 い

と い う 。  

 こ う し た 環 境 関 連 製 品 の ほ か 、 塗 膜 表 面 を 低 帯 電 性
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に し 、 さ ら に 塗 膜 表 面 の 親 水 性 を 向 上 さ せ る こ と に よ

り 、 大 気 中 の 粉 塵 や 排 気 ガ ス に よ る 汚 れ を 付 着 し に く

く し た り 、 雨 水 に よ る 洗 浄 作 用 に よ っ て 汚 れ を 除 去 し

や す く し て 、優 れ た 低 汚 染 性 を 維 持 で き る 壁 用 塗 料 や 、

プ ラ ス チ ッ ク 製 品 に 塗 装 し て お け ば 、 粉 砕 し て 再 利 用

し て も プ ラ ス チ ッ ク 強 度 が 落 ち な い リ サ イ ク ル 用 塗 料

等 を 開 発 し て い る メ ー カ ー な ど も み ら れ る 。  

 今 後 の見 通 し  

 生 産 量 は 、 今 後 塗 料 全 体 で 横 ば い か ら や や 強 含 み で

推 移 す る と み ら れ て い る 。 需 要 分 野 別 で は 、 主 力 の 建

物 用 で は 新 築 用 は 依 然 弱 含 み で あ る が 、 今 後 と も 塗 り

替 え 需 要 が 増 加 す る も の と み ら れ 、自 動 車 新 車 用 で は 、

新 車 生 産 が 堅 調 に 推 移 す る と み ら れ る ほ か 、 船 舶 用 、

機 械 用 で も 、 そ れ ぞ れ の 需 要 先 の 伸 び が 見 込 ま れ る た

め で あ る 。  

 た だ 採 算 面 で は 、 こ れ ま で 業 界 で は 経 験 し な か っ た

よ う な 原 料 価 格 の 上 昇 が 続 い て い る 。 こ の た め 、 メ ー

カ ー で は ユ ー ザ ー に 対 し て 価 格 改 訂 交 渉 を 行 っ て い る

が 、 今 後 ど の 程 度 ま で 認 め ら れ る か は 不 透 明 で あ り 、

厳 し い 状 況 に あ る 。  

 メ ー カ ー で は 、 例 え ば 建 物 用 の 塗 り 替 え 等 の 潜 在 需

要 の 掘 り 起 こ し や 、 新 製 品 に つ い て は 、 直 接 塗 装 業 者

と の 接 触 を 図 っ て 製 品 を ア ピ ー ル す る な ど 、 経 営 努 力

を 重 ね て い る 。  

 長 期 的 に は 、 環 境 負 荷 の 少 な い 製 品 へ の 需 要 が 一 層

高 ま る こ と を 企 業 発 展 の 契 機 と と ら え て い る メ ー カ ー

も あ り 、 そ う し た 高 付 加 価 値 製 品 を 開 発 で き る か 否 か

で 、 メ ー カ ー 間 の 格 差 が 出 て く る も の と み ら れ る 。  

                           （ 内 田  英 慈 ） 
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        塗 料 の 生 産 ・ 出 荷 額 の 推 移 （ 全 国 ）  

 

  生 産 数 量 （ ト ン ）  出 荷 額 （ 百 万 円 ）   

   実 数   前 年 比    実 数   前 年 比  

 平 成 1 1年

     1 2年

     1 3年

     1 4年

     1 5年

     1 6年

1 , 8 6 7 , 7 3 6

1 , 9 1 0 , 0 5 0

1 , 8 1 1 , 5 1 3

1 , 7 8 3 , 8 3 1

1 , 7 8 4 , 4 6 1

1 , 8 3 2 , 5 4 7

 9 8 . 7  

 1 0 2 . 3  

 9 4 . 8  

 9 8 . 5  

 1 0 0 . 0  

 1 0 2 . 7  

7 1 9 , 4 6 1  

7 3 2 , 2 6 8  

6 9 5 , 0 0 1  

6 7 3 , 9 5 6  

6 7 2 , 2 0 8  

6 8 4 , 1 0 6  

 9 7 . 6  

 1 0 1 . 8  

 9 4 . 9  

 9 7 . 0  

 9 9 . 7  

 1 0 1 . 8  

 資 料 ： 経 済 産 業 省 『 化 学 工 業 統 計 年 報 』  

    （ 従 業 者 1 0 人 以 上 の 事 業 所 ）  


